
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気掃除機本体内の後部にコードリール収納室と電動送風機室とが 並設さ
れ、

前記電気掃除機本体の後部壁 電気掃除機

特徴とする電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、電動送風機室内に設けた電動送風機からの排気を電気掃除機本体後部壁の排
気口から排出する電気掃除機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、図５に示すような電気掃除機が知られている。図５において、１は電気掃除機本体
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隔壁を介して
前記電動送風機室内に配設された電動送風機の後部が前記本体ケースの支持壁に支持

され、前記支持壁と前記電気掃除機本体の後部壁との間に排気室が形成され、前記電動送
風機を覆うカバーが前記電動送風機室内に配設され、前記電動送風機の排気を排気する排
気穴が前記カバーに形成され、前記電動送風機室を前記排気室に連通させる連通口が前記
支持壁に設けられ、 に排気口が設けられた であっ
て、前記排気穴を前記カバーの前記コードリール収納室側に前記電動送風機室の底部に向
けて設け、前記連通口を前記コードリール収納室と反対側に位置させて前記支持壁の下部
に設けることにより、前記電動送風機室の底部の前記コードリール収納室側から反対側に
向かう排気風路が前記カバーの下方に形成されることを



、２は電気掃除機本体１内の後部に形成された電動送風機室、３は電動送風機室２に設け
られて図示しない集塵室を負圧にする電動送風機、４は電気掃除機本体１の後壁１ａに設
けられた排気口である。
【０００３】
電動送風機３は、図示しない遠心ファンと、この遠心ファンを回転させる電動モータ（図
示せず）とを備え、この電動モータが筒状のモータケース５に収納されている。
【０００４】
このモータケース５には、複数の排気穴５ａが形成され、この複数の排気穴５ａから電動
モータを冷却するために遠心ファンによって電動モータ内に送り込まれた空気が排出され
、この排出された空気が排気口４から電気掃除機本体１の外部に排出される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述の電気掃除機にあっては、電動送風機３内で電動モータや遠心ファン
の回転による騒音が発生し、この騒音が排気とともにモータケース５の複数の排気穴５ａ
を介して排気口４から電気掃除機本体１の外部へ出るが、複数の排気穴５ａと排気口４と
の風路距離が短いことにより、電動送風機３の内部で発生した大きな騒音がそのまま電気
掃除機本体外部に出ることになる。このため、騒音が大きいという問題があった。
【０００６】
そこで、この発明の目的は、低騒音化を図ることができる電気掃除機を提供することにあ
る。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　この目的を達成するため、請求項１の発明は、電気掃除機本体内の後部にコードリール
収納室と電動送風機室とが 並設され、

前記電気掃除機本体の
後部壁 電気掃除機

電気掃除機としたことを特徴とする。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、この発明に係る電気掃除機の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【０００９】
図１，２および図３において、１０は電気掃除機本体であり、この電気掃除機本体１０内
には、電動送風機１２を設けた電動送風機室１１と、この電動送風機室１１に隣接（図１
，３において左側）して電源コードリール３１を収納したコードリール室３０とが並設さ
れ、これら並設した電動送風機室１１とコードリール室３０との後側（図２において右側
）に排気室４０が形成されている。電気掃除機本体１０の後部壁１０ａには排気口４１が
形成され、この排気口４１を介して排気室４０と外気とが連通されている。排気口４１の
内面（図２において左側）には排気フィルタ４２（図２参照）が取り付けられている。
【００１０】
　電気掃除機本体１０の前側（図１において左側）には、図示しない集塵室が形成され、
この集塵室と電動送風機室１１とは隔壁（図示せず）によって区画されている。また、電
動送風機室１１とコードリール室３０とは隔壁３０ａによって区画されており、電動送風
機室１１と排気室 とは電動送風機１２の後部１２ａを支持する支持壁１３とによって
区画されている。
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隔壁を介して 前記電動送風機室内に配設された電動
送風機の後部が前記本体ケースの支持壁に支持され、前記支持壁と前記電気掃除機本体の
後部壁との間に排気室が形成され、前記電動送風機を覆うカバーが前記電動送風機室内に
配設され、前記電動送風機の排気を排気する排気穴が前記カバーに形成され、前記電動送
風機室を前記排気室に連通させる連通口が前記支持壁に設けられ、

に排気口が設けられた であって、前記排気穴を前記カバーの前記コード
リール収納室側に前記電動送風機室の底部に向けて設け、前記連通口を前記コードリール
収納室と反対側に位置させて前記支持壁の下部に設けることにより、前記電動送風機室の
底部の前記コードリール収納室側から反対側に向かう排気風路が前記カバーの下方に形成
される

４０



【００１１】
　この支持壁１３は、電気掃除機本体１０に設けた中ケース１４の天板壁１４ａから垂下
する上支持壁１３ａと、電気掃除機本体１０の底壁１０ｂから立設する下支持壁１３ｂと
を有し、この下支持壁１３ｂの下部の右側（図３において）には、電動送風機室１１と排
気室 とを連通する連通口１３ｃが形成されている。中ケース１４の天板壁１４ａには
図示しない回路基板が取り付けられている。
【００１２】
また、電動送風機１２は、図示しない遠心ファンと、この遠心ファンの後側に遠心ファン
を回転させる図示しない電動モータとを備え、これら遠心ファンと電動モータとが筒状の
ケース１５に収納され、このケース１５の前側（集塵室側）の大径のファンケース部１５
ａに図示しない遠心ファンが収納されるとともに、後側の小径のモータケース部１５ｂに
図示しない電動モータが収納されている。
【００１３】
そして、このモータケース部１５ｂの後部側（電動送風機室１１の支持壁１３側）外周面
１５ｃには、複数の排気口１５ｄが開口している。１８は電動モータのカーボンブラシで
ある。また、モータケース部１５ｂの後面１５ｅには、図示しない電動モータの軸受部を
覆う軸受部１５ｆが突出している。このケース１５のファンケース部１５ａには振動吸収
用のゴムカバー１６が取り付けられ、モータケース部１５ｂを覆ってカバー１７がゴムカ
バー１６の一部を介してファンケース部１５ａに取り付けられている。
【００１４】
カバー１７は、図４（ａ）、（ｂ）に示すように、ゴムカバー１６の端部を介してケース
１５のファンケース部１５ａに嵌合する嵌合筒部１７ａとケース１５のモータケース部１
５ｂを覆うカバー本体部１７ｂとを一体に形成し、このカバー本体部１７ｂの後面１７ｃ
には略中央に嵌合穴１７ｄが開口されている。
【００１５】
この嵌合穴１７ｄにはモータケース１５ｂの軸受部１５ｆを覆うゴム製のキャツプ１９が
嵌合され、このキャツプ１９を介して支持壁１３が電動送風機１２の後部１２ａを支持し
ている。
【００１６】
また、このカバー本体部１７ｂの下側半分は小径状に形成し、嵌合筒部１７ａの下側とカ
バー本体部１７ｂの下側との間に段差１７ｅが形成され、この段差１７ｅはカバー本体部
１７ｂの下側からカバー本体部１７ｂの右側外周面（図３において）の中間位置まで形成
されている。また、カバー本体部１７ｂの下面１７ｆの左側（図４において）からその左
側面にかけて開口１７ｇ（排気穴）が形成され、この開口１７ｇは電動送風機室１１の底
部１１ａに対向した開口面１７ｈとコードリール収納室３０に対向した開口面１７ｊとを
有している。
【００１７】
　そして、カバー本体部１７ｂの下面１７ｆと支持壁１３と電動送風機室１１の底部１１
ａ等で、開口１７ｇから排出される空気をカバー本体部１７ｂの下側を通って １３
ｃへ案内する案内風路２０が形成されている。２１は案内風路２０の底部２０ａに敷かれ
た消音材２１である。
【００１８】
次に、このような構成の電気掃除機の作用を説明する。
【００１９】
電気掃除機が作動されると、図示しない遠心ファンが電動モータによって回転される。
【００２０】
　すると、この遠心ファンによって集塵室が負圧にされるとともに、遠心ファンによって
モータケース部１５ｂ内に空気が送り込まれていく。この空気によって電動モータが冷却
されていく。このモータケース部１５ｂ内に送り込まれた空気は、モータケース部１５ｂ
の複数の排気口１５ｄからカバー１７のカバー本体部１７ｂ内に排出され、この排出され
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４０

連通口



た空気がカバー本体部１７ｂの からコードリール収納室３０と電動
送風機室１１の底部１１ａとに向けて排出される。
【００２１】
　この から排出される空気とともに電動モータと遠心ファンとの回
転によって発生した騒音が からコードリール３１と電動送風機室１
１の底部１１ａとに向けて放出されるが、コードリール３１や隔壁３０ａ等によって電気
掃除機本体１０の側面から外部にほとんど漏れない。また、電動送風機室１１の底部１１
ａに向けて放出される騒音が電動送風機室１１の底部１１ａから電気掃除機本体１０の外
部へ漏れても、この漏れた騒音は床面に向けて放出される状態となるので、その騒音は小
さなものになる。また、電動送風機室１１の底部１１ａ近くに設けられており、しかも、

から騒音が下方に向けて放出されることにより、電気掃除機本体１
０の上面から騒音がはほとんど漏れない。
【００２２】
　そして、 から排出された空気は ２０を通っ
て連通口１３ｃから排気室４０に排出され、排気室４０に排出された空気は排気口４１を
介して電気掃除機本体１０の外部に排出される。
【００２３】
　この から排出された空気とともに放出された騒音は、

２０を通って連通口１３ｃへ案内されていくが、 ２０は
コードリール収納室の隣接位置から電気掃除機本体１０の右側壁部１０ａまで延びて長く
なっている。このことにより、その騒音は減衰され、また、排気風路２０の底部２０ａに
敷かれた消音材２１によって騒音はさらに減衰する。
【００２４】
この減衰された騒音が連通口１３ｃからこの連通口１３ｃよりも広い空間の排気室４０に
放出されることにより、さらに、騒音は小さくなって排気口４１から電気掃除機本体１０
の外部に放出される。
【００２５】
このように、電気掃除機本体１０の側面および上面から騒音はほとんど漏れず、また、底
部１１ａから漏れる騒音は小さく、さらに、排気口４１から外部に放出される騒音も小さ
いので、電気掃除機本体１０から放出される騒音は全体として小さなものとなり、低騒音
化を図ることができることとなる。
【００２６】
　この状態では、 ２０をカバー本体部１７ｂと支持壁１３等で形成
しているので、専用の排気壁を設ける必要がないので、安価なものとなる。また、

２０をカバー本体部１７ｂと電動送風機室１１の底部１１ａとの間に形成
したので、電気掃除機本体１０を大型化させずに済むことになる。
【００２７】
【発明の効果】
　以上説明してきたように、請求項１の発明は、電気掃除機本体内の後部にコードリール
収納室と電動送風機室とが 並設され、

前記電気掃除機本体の
後部壁 電気掃除機

ので、電気掃除機本体の側面および上面から騒音はほとんど漏れず、し
かも、底部から漏れる騒音は小さい。さらに、排気口から放出される騒音は小さいので、
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電気掃除機本体から放出される騒音は全体として小さく、低騒音化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明に係る電気掃除機本体の要部を示す平面断面図である。
【図２】電気掃除機本体の要部を示す側面断面図である。
【図３】電気掃除機本体の要部を示す後部断面図である。
【図４】ガバーの図で、（ａ）は後面図、（ｂ）は側面図である。
【図５】従来の電気掃除機本体の要部を示す側面断面図である。
【符号の説明】
１０…電気掃除機本体
１０ａ…後部壁
１１…電動送風機室
１１ａ…電動送風機室底部
１２…電動送風機
１２ａ…後部
１３…支持壁
１３ｃ…連通口
１７…カバー
１７ｇ…開口（排気穴）
２０…排気風路
３０…コードリール収納室
４０…排気室
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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